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来年も皆様にとって良い年になりますように！来年も皆様にとって良い年になりますように！

Ｐ２・・・・・令和３年を振り返って（今吉 幸夫 組合長　あいさつ）
Ｐ３・・・・・第９回事業運営委員会
Ｐ５・・・・・第 27 回ＪＡ鹿児島県大会　
Ｐ６・・・・・作物ハイライト・セリ市
Ｐ７・・・・・新規就農者経営発展支援助成金目録伝達式
Ｐ 10 ・・・・マスコットキャラクター決定
Ｐ 12 ・・・・ミニディスクロージャー誌
Ｐ 16 ・・・・年末年始お知らせ
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代
表
理
事
組
合
長

今  

吉　

幸  

夫

昨昨昨
年
か
年
か
年
か
ら
発
生
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感感
染
感感
染
感
染
症
に
症
に
症
に
よ
り
農
業
の
み
な
ら
ず
日
本
経
済
全
済

体
が

落
ち
落落
ち
込
み
込
み
込
み
、
社
会
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
しし

。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

す
す
み
、
新
規
発
生
者
も
だ
い
ぶ
抑
え
らら
れ
徐
々
に

元
の
生
活
を
取
り
戻戻
し
つ
し

つ
あ
り
ま
す
けけ
れ
ど
も
、

今
後
、
第第
６
波
６

の
発
生
も
心
配
さ
れ
て
お
り
、
引
き

続
き
警
戒
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
者
の
高

齢齢
化
・
担
い
手手
不
足
・
産
地
間
競
争
の
激
化
な
ど
に

加
え
、
Ｔ
ＰＰ
Ｐ
・
日
Ｅ
Ｕ
・
ＥＥ
Ｐ
Ａ
Ｐ

、
日
米
貿
易
協

定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
、
日
英
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
及
び
Ｒ
Ｃ
Ｅ

Ｐ
へへ
の
署
の

名
な
ど
貿
易
自
由
化
の
動
き
が
進
み
、
関

税
削
減
な
ど
に
よ
る
国
内内
農
畜
産
物
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
念

れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
Ｊ
Ａ
で
は
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す

る
た
め
に
「
農農
業
所
得
の
増
大
」
「
」

農
業
生
産
の
拡

大
」」
「
地
域
のの
活
性
活

化
」
を
目
標
に
掲
げ
、
自
己
改

革
に
革
に
取
り
組
み
、
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
重

点
品
目
を
核
と
核

し
て
中
核
農
家
の
育
成
と
新
規
就
農

者
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
り
ま
し
た
。
肉
。

用
牛
牛
舎舎

の
施
設
整
備
や
国
の
生
産
基
盤
拡
大
加
速
事
業
事

に
よよ

る
増
頭
運
動
を
積
極
的
に
進
め
た
結
果
、
は
じ
め
て

素
牛
頭
数
頭
数
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
し

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
米
需
要
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、
飼
料
用
米

を
は
じじ
め
と
す
る
多
品
目
へ
の
作
付
転
換
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
き

し
た
け
れ
け

ど
も
、
国
の
過
剰
在
庫
に
よ
り

今
年
の
米
価
は
昨
年
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
前
か
ら
甘
藷
生
産
農
家
へ
影
響
を
与

え
て
い
る
〝
さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
〞
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
防
除
農
薬
・
被
・
被
覆
資
材
等
へ
の
支
援
を
活

用
し
て
蔓
延
防
止
に
努
め
て
き
ま
し
たた
が
、
最
終
的

に
基
腐
病
の
発
生
に
よ
り
大
幅
な
減
収
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い
も
は
防
災
営
農
の
柱
と
し

て
、
鹿
児
島
県
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
で
き
な
い

作
物
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国
・
県
へ
早
期
解

決
に
向
け
て
積
極
的
に
要
請
す
る
と
と
も
に
関
係
機

関
と
協
力
し
て
基
腐
病
の
抑
制
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ん

ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
台
風
の
襲
来
はは
な
か
な

っ
た
も
の
の
例
年
に

な
く
早
く
梅
雨
入
り
し
長
期
化
し
た
こ
と
か
ら
春
か

ぼ
ち
ゃ
は
収
量
減
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
ご
ぼ

う
、
ば
れ
い
し
ょ
、
施
設
野
菜
の
ピ
ー
マ
ン
、
な
す
に

つ
い
て
は
安
定
的
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
たた
。

今
、
燃
油
価
格
やや
配
合
飼
料
価
格
価
格
の
高
騰
・
高高
止

ま
り
に
よ
る
経
営
圧
迫
や
、
高
病
原
性
鳥
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
豚
熱熱
なな
ど
の
家
畜
疾
病
の
侵
入
リ
スス
ク
なな

ど
、
大
変
厳
しし
い
状
い

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で

は
こ
は
こ
れ
らら
の
課
の

題
解
決
に
向
け
、
国
・
県
へへ
積
極
的

に
農
政
運
動
を
展
開
し
、
農
家
が
安
心
し
て
農
業
を
業
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
め
て
ま
い
ま

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
、
Ｊ
Ａ
の

健
全
経
営
確
立
に
向
け
て
、
役
職
員
職
員
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望

に
満
ち
た
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
末
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
せ
て
せ
て
いい
た
い
たた

だ
き
ま
す
。

代
表
理
事事事
常
務
常
務
常
務
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Ｊ
Ａ
で
は
、
協
同
組
合
と
し
て
持
続
可
能
な
発
展

で
き
る
組
織
を
め
ざ
し
て
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本

目
標
と
し
て
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

11
月
25
日
（
木
）
Ｊ
Ａ
本
所
２
階
会
議
室
に
お
い

て
、
組
合
員
の
意
見
の
聴
取
と
話
し
合
い
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、第
９
回

事
業
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
農
家
組
合
員
の
代
表
30
名
へ
委
嘱
状
を

交
付
（
任
期
３
年
）
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
①
令

和
３
年
度
上
半
期
自
己
改
革
進
捗
状
況
の
報
告
、
②

第
27
回
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
大
会
の
内
容
、
③
Ｊ
Ａ
産
地

づ
く
り
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
を
参
考
に
、
今

後
も
農
家
所
得
の
向
上
と
健
全
経
営
を
め
ざ
し
て
、

役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
意
見
・
要
望
》

①

一
戸
複
数
組
合
員
を
促
進
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
農
家
戸
数
は
増
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
正
組
合
員
の
加
入
対
策
を
講
じ
て

い
く
の
か
。

【
回　

答
】

　

肉
用
牛
、
施
設
野
菜
等
の
新
規
就
農
希
望
者
を

掘
り
起
し
、
正
組
合
員
へ
の
加
入
促
進
を
図
る
と

と
も
に
正
組
合
員
家
族
の
複
数
加
入
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

②

９
月
か
ら
営
農
企
画
課
を
新
た
に
新
設
し
、
農

業
振
興
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
小
さ
な
農

協
で
課
を
増
や
す
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
。
担
当

者
レ
ベ
ル
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

営
農
企
画
課
の
新
設
は
中
央
会
か
ら
の
指
導
が

あ
っ
た
の
か
。

【
回　

答
】

　

農
家
・
組
合
員
の
減
少
傾
向
が
続
く
な
か
で
、
将

来
を
見
据
え
た
産
地
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
た
め
、

県
下
13
Ｊ
Ａ
で
統
一
的
に
〝
産
地
づ
く
り
10
年
ビ

ジ
ョ
ン
〞
を
策
定
・
実
践
す
る
こ
と
が
組
織
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
産
地
づ
く
り
に
必
要
な
営
農
指
導
体
制

の
構
築
、
農
家
経
営
支
援
に
よ
る
農
業
経
営
体
の
育

成
、
出
向
く
体
制
強
化
と
相
談
機
能
の
充
実
を
図
る

た
め
に
兼
務
で
は
な
く
専
属
の
課
を
新
設
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

③

自
己
改
革
の
状
況
や
Ｊ
Ａ
産
地
づ
く
り
10
年
ビ

ジ
ョ
ン
の
説
明
を
聞
く
な
か
で
、
目
で
追
う
こ
と
が

精
一
杯
で
あ
る
。
前
も
っ
て
資
料
を
配
布
し
て
い
た

だ
き
、
運
営
委
員
に
事
前
に
目
を
通
し
て
も
ら
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
回　

答
】

　

今
後
は
、
事
前
に
資
料
を
配
布
し
ま
す
。

④

Ｊ
Ａ
産
地
づ
く
り
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
品
目
の
な

か
に
、甘
藷
は
未
策
定
と
な
っ
て
い
る
。
ピ
ー
マ
ン

等
も
大
事
だ
と
思
う
が
、
甘
藷
は
地
域
を
守
る
た
め

に
も
大
事
な
作
物
で
あ
る
。
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
で
甘
藷

も
策
定
し
て
ほ
し
い
。

【
回　

答
】

　

現
在
の
Ｊ
Ａ
産
地
づ
く
り
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

水
稲
・
ピ
ー
マ
ン
・
サ
ラ
ダ
ご
ぼ
う
、
地
産
地
消
、

子
牛
、
肉
豚
の
６
品
目
を
重
点
品
目
と
し
て
策
定
し

て
い
ま
す
。
対
象
品
目
の
他
に
も
将
来
予
測
な
ど
見

据
え
て
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

⑤

正
組
合
員
が
10
年
後
に
は
半
数
に
な
り
、
小
規

模
Ｊ
Ａ
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
の
施
策
が
必
要
で

あ
る
。

年
々
、
生
活
購
買
事
業
（
Ａ
コ
ー
プ
・
オ
ー
ト
パ

ル
・
給
油
所
・
ル
ミ
エ
ー
ル
等
）
が
厳
し
い
状
況
の

な
か
、
少
子
高
齢
化
も
含
め
、
若
い
方
の
意
見
を
聴

い
て
、
当
Ｊ
Ａ
し
か
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す

る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
当
Ｊ
Ａ
の
強
み
を
活
か
し

て
事
業
展
開
し
て
欲
し
い
。

私
た
ち
、
組
合
員
も
も
っ
と
Ｊ
Ａ
を
利
用
す
べ
き

だ
と
思
う
。

【
回　

答
】

　

毎
月
の
経
営
企
画
会
、
課
内
会
議
等
で
前
向
き
に

検
討
・
改
善
し
ま
す
。

⑥

Ｊ
Ａ
で
実
施
し
て
い
る
年
金
・
レ
デ
ィ
ー
ス

デ
ー
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
周
知
・
Ｐ
Ｒ
が
足
り

な
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、
担
当
部
署
の
職
員
・
従
業

員
の
認
識
が
薄
く
、
粗
品
を
渡
し
忘
れ
た
り
、
現

在
、
何
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
の
か
の

意
識
が
な
い
。
課
長
・
所
長
・
店
長
等
が
朝
礼
な
ど
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で
周
知
・
指
導
を
徹
底
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
の

ぼ
り
・
立
て
看
板
等
で
の
Ｐ
Ｒ
も
必
要
で
あ
る
。

も
っ
と
ど
う
し
た
ら
利
用
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
か
考
え
て
言
動
し
て
欲
し
い
。

【
回　

答
】

　

全
体
朝
礼
や
各
部
署
の
課
内
会
議
・
朝
礼
等
を

通
じ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
情
報
を
共
有
し
、
全

員
で
対
処
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
ま
す
。 

　新型コロナウイルスの影響で、農畜産物の消費が落ち込むなか、管内の農畜産物ＰＲ
と消費拡大を図るとともに、新型コロナウイルス感染症蔓延で元気を失っている地域の
方々へ日頃の感謝を伝えるため、ＪＡ共済連の支援のもと利用者プレゼントキャンペー
ンを実施しました。
　たくさんのご応募をいただきありがとうございました。当選者の方には当選はがきを
送らせていただきました。
　当選はがきをご持参のうえ、Ａ賞（Ａコープ肝付あいら店）、Ｂ賞・Ｃ賞（本所窓口）
にてお引替えをお願いいたします。

ＪＡ肝付吾平町お知らせ

税務研修会
12 月 10 日（金）ＪＡ本所２階会議室にて、税務研修会を開催し約 40名の方が出席さ
れました。
ＪＡでは、９月より営農企画課を新設し、ＪＡ青色申告会活動の活性化・充実をめざし、
組合員の税務知識の習得に向けて研修会を開催することとなりました。
志布志市で公認会計事務所を経営されている、工藤

篤　税理士より、①税制改正　②消費税のインボイス
制度等について研修が行われました。
研修に出席された皆さんからは、「インボイス制度

の話は少し難しかったですが、税務にはとても興味が
あり工藤税理士の話はこれからの農業経営に役立つと
感じました。」と話していただきました。 出席者は工藤税理士の話に耳を傾けています
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11 月 26 日（金）第 27回ＪＡ鹿児島県大会が、鹿児島市の川商ホールにて開催され、
当ＪＡからは組合員・役職員 20名が出席しました。
ＪＡ県大会は、鹿児島県農業協同組合中央会が主催となり県下 13ＪＡが集い「協同組

合意識を高揚して、県下の農業協同組合の共通の意思を決定し、これを内外に表明する」
ことを目的に３年に１回、開催されています。
今年のＪＡ県大会のスローガンは、「持続可能な農業とくらしを未来へ～対話と考動で

ひろがる協同」として、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取り組みを行うというもの
でした。大会では、基本目標である「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性
化」をめざすための大会議案、具体的実施策が決議され承認されました。
ＪＡ肝付吾平町はこれまでも、様々な形で取り組んでいますが、今後も、農業づくり・

くらしづくりなどを中心に活動し、農業・農村・地域社会の発展に努めてまいります。

地
域
の
活
性
化

農
業
生
産
の
拡
大

農
業
者
の
所
得
増
大

第27回ＪＡ鹿児島県大会

「ＪＡ肝付吾平町フェア」で賑わう
　10月９日（土）第７弾 ＪＡ肝付吾平町フェアが、鹿児島市おいどん市場与次郎店で開
催され、ＪＡからは役職員 15名が販売促進に参加しました。
　当日は、新米イクヒカリをはじめ、美里吾平倶楽部員（地産地消）の地元で採れた新鮮
野菜、加工品、黒豚串焼きなど 20 品目以上の農
畜産物を販売しました。
　今回の ＪＡフェアで吾平町特産品の宣伝や消費
者との交流に繋がりました。
　これからも、当管内で生産された農畜産物を多
くの方に宣伝し、購入していただけるよう販売促
進を強化します。 ＪＡ肝付吾平町フェア
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＜単位：円＞

11 月

子牛せり

性　別 頭　数 平均体重 最　高 最　低 平均価格
め　す 36 275 999,000 400,000 657,972
去　勢 48 303 948,000 50,000 715,271
合　計 84 291 999,000 50,000 690,714

10 月

子牛セリ

性　別 頭　数 平均体重 最　高 最　低 平均価格
め　す 46 272 857,000 100,000 617,870
去　勢 43 307 1,054,000 331,000 711,488
合　計 89 289 1,054,000 100,000 663,101

毎月、子牛せり市が開催される週の平日の５日間、母牛用飼料と一般ふすまの特売実施中！

和牛登録審査
　10月 13日（水）和牛登録審査が、吾平町家畜集合指導センターで行われました。和牛登録審査は、
14ヵ月齢から 30ヶ月齢未満の牛が対象で、今回は審査場 26頭、臨検 16頭の審査を行いました。
審査は体高・胸囲・胸深・尻長・かん幅などの測尺をし、栄養度（牛の栄養状態）の判定を行い、
牛の発育状態を確認します。そして、審査標準に沿って、各審査項目（体積・均称・品位・資質・
乳徴など）の評価を行い、点数化していきます。
　今回の結果、いずれも発育良好で素晴らしい牛ばかりでした。今後も畜産関係機関と連携し、和
牛登録と改良・育成技術の向上の推進を図ります。
　次回の審査は【第４期】令和４年１月 17日（月）25頭受審予定です。

新ごぼう
　新ごぼうは、９名の生産者で 4.9ha の作付面積となりました。８月の集中豪雨やそややや
の後の高温等により、９月１日より播種開始（10 月６日終了）となりました。播種た。播た。播た。播播種播種種種播種播種播播播
時期に好天が続いたことから、発芽にバラツキがありますが、現在、葉面散布・殺菌葉面散布面散布面散面散面散布・散布・散布・散布布・殺・殺・殺

剤散布等を行い、肥大管理に取り組みます。
収穫は令和４年１月中旬から４月下旬までを計画しています。

秋ばれいしょ
秋ばれいしょは、生産者６名、作付面積 1.2ha と、９月上旬より植え付け開始となりました。植した。したした。

え付け時に好天高温が続いたことから発芽にバラツキがありましたが、順調に生育しています。収ますています。収収
穫は１月中旬頃を予定しています。

秋かぼちゃ
　かぼちゃは、生産者 23名で 4.5ha の作付面積となりました。
　８月中旬頃から播種が始まり、今年は台風被害もなく順調に生育し、良質なかぼちゃ育し、良質ななかぼちゃかぼちゃかぼちゃか ちぼちかぼちぼ
ができました。12月１日より集荷が始まり、関東・関西へ 12月 22 日の冬月 22日の冬冬至へ向け冬至へ向け冬至へ向け至へ至へ至へへへ向け向向向

て出荷が続きます。
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ピーマン生産者　茅場博人さん
新規就農者経営発展支援助成金授与

10 月 19 日（火）農業後継者育成基金事業目録伝達式が、鹿屋市吾平総合支所で行われました。
この事業は、新規就農者のさらなる経営の安定・発展に向けた取り組みを支援し、将来の地域農

業の担い手を育成するもので、①経営開始後５年以内の認定新規就農者又は認定農業者である者②
農業経営基盤の強化の促進に関する市町村基本構想に定める、青年等が目標とすべき農業所得等の
水準に照らし合わせ、自分の所得目標を各種控除前所得で概ね達成した者③直近の営農実績（青色
申告決算書）が提出できる者④その他必要に応じて理事長が定める事項に全ての要件に該当する者
で、鹿児島県から３名が選ばれ吾平町でピーマンを生産されている茅場博人さんが選ばれました。
茅場博人さんは、「日頃より技連会の皆さま方に支えられ、健全経営ができていることを重ねて、

お礼申し上げます。そして、さらなる反収向上・高品質なピーマン生産に努めるとともにピーマン
部会の発展と、吾平町の農業振興に尽力いたします。」と挨拶がありました。
ＪＡでは、「夢と活力ある農業・地域社会」の実現のために、地域特性を生かした農業振興と心

の豊かさを実感できる生活環境の提供に取り組んでいます。

かぼちゃ部会総会・出荷協議会
11 月 24 日（水）ＪＡ本所 2階会議室にて、かぼちゃ部会総会並びに秋かぼちゃ出荷協議会が

開催されました。
部会員・関係者約 30名の出席のもと、事務局より提出された全ての議案について原案どおり承

認されました。
総会終了後、令和３年産秋かぼちゃ出荷協

議会が開催されました。
今年も、東京・京都市場を中心に安心・安

全な吾平かぼちゃを計画的に出荷することを
確認しました。
取扱目標は、58.5t で販売金額 14,625 千円

をめざし、有利販売できるよう取り組んでま
いります。 計画出荷の確認

農業後継者育成基金事業目録伝達式受賞を喜ぶ茅場博人さん
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　ＪＡの自己改革の取り組みとして「農業者の所得増大」が掲げられています。
　今回、新たな試みで 11 月 25 日に粗飼料（牧草オーツヘイプレミアム）の１コンテナ（約
25t）の一括仕入れを行い、低価格での集合販売を行いました。
　畜産農家より「コンテナで仕入れているから低価格だし、とても新鮮な牧草なので、牛が喜ん
で食べてくれそう。」と大好評でした。
　今後も年２回程の粗飼料特別集合販売を計画し、農家のコスト軽減対策に取り組みます。

グラウンドゴルフ大会
　12月２日（木）吾平多目的広場で、ＪＡ肝付吾平町女性部のグラウンドゴルフ大会が行われました。
　今大会は、女性部部員 33名が参加し、快晴のもと開催されました。この大会は順位をつけるこ
となく行われるため、初心者から経験者まで楽しく和気あいあいとプレーされました。12月一番
の冷え込みとなった大会当日も、参加された皆さんの笑顔あふれる温かい大会となりました。
　2021年は新型コロナウイルスのワクチン接種も進み、全国的にもコロナウイル
スは落ち着きつつあります。しかし、新型の変異株も発生するなど、油断はできな
い状況でもあり、ＪＡ女性部も令和３年は、総会の書面議決対応や、年末の交流会
の中止など、活動を自粛する一年となりました。
　2022 年は、新型コロナウイルスも終息し、ＪＡ女性部の活動再開を迎えられる
ことを願い、企画も温めてまいります。来年も皆さまにとってよい年でありますよ
うに…

ワンが出ますようにラジオ体操で準備運動

牧草オーツヘイ大量仕入れ
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今回の「地域だより」は、11月 28日（日）に吾平山上陵にて行われた、美里吾平コミュニティ
協議会の地域づくり部会が主催する「吾平山上陵の四季を楽しむお茶会」について紹介します。
今年で第５回目を迎えるこのイベントは、自然が美しく、歴史ある吾平山上陵をたくさんの人に

知ってもらう機会を創り、吾平山上陵の四季を楽しんでもらうことを目的として開催されています。
当日は、天気にも恵まれ、爽やかな青空のもと、300 名以上の来場者へお茶とお菓子が提供さ

れました。また、受付時には検温を行い、受付簿に住所と氏名を記入し、マスク着用・手指消毒を
するなど、新型コロナウイルスの感染予防を徹底したうえで来場者を迎えました。
イベント会場では、神野加工グループ、東京屋菓子店、鹿屋市茶業青年の会・緑萠会など吾平町

内外の企業・団体が出店したほか、吾平町在住の堀之内むつ子さんによるお茶の提供、地女連・鹿
屋女子高茶道部によるお茶出し対応など、吾平町地域が一体となり、イベントが開催されました。
また、鵜戸神社の中鳥宮司による雅楽の演奏や、鹿児島を拠点に活動する劇団「ニライスタジオ」
による創作芸能も披露され、多くの方が吾平山上陵の紅葉のもと、披露される伝統芸能に見入って
いらっしゃいました。
当ＪＡの進める自己改革の基本

目標のひとつ「地域の活性化」、
また、SDGs に掲げられている 17
の目標に「11　住み続けられる
まちづくりを」があります。行政
や地域の団体と連携することで、
今後も吾平町の魅力を発見し、吾
平町の活性化に貢献できるよう情
報発信を行って
まいります。

吾平地域防犯パトロール隊は、地域の安全で安心なまちづくりを目的に、平成 17年 12月に設
立され、現在約 40名の隊員がいます。

　活動内容は、
　① 月に２回定期的にパトロールを行っています。
　 ②２ヶ月に１回、年金の支給日に、町内各金融機関
のＡＴＭにて振り込め詐欺防止活動（チラシ・声掛
け）等により、利用者に振り込む前に「疑う・確認・
相談」を忘れずに行ってくださいと声掛けを行って
います。
　ＪＡの窓口で年金支給日には、毎回、吾平地域防犯
パトロール隊の協力をいただき、来店された利用者に、
安全・安心を与えていただいています。

吾平地域防犯パトロール隊

右：田畑昭南さん（西大牟礼班）
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11 月２日（火）吾平町多目的運動広場にて、ＪＡ杯グラウンドゴルフ大会が開催されました。
今回で 19回目を迎え、約 150 名が参加されました。
競技場は笛の合図とともに各チーム全力でプレーし、お互いのプレーをたたえ合い、スポー

ツマンシップあふれる大会となりました。
グラウンドゴルフは、全力を出す場面と集中力や調整力を発揮する場面がうまく組み合わさ

れた競技です。初心者でもすぐプレーすることができますので、ぜひ来年も多くの方のご参加
をお待ちしています。

鶴峰小学校では、４月に植えた餅苗を３・４年生が中心となり草取りや水の管理等を行いま
した。８月に稲刈り体験をして、10月 24 日（日）に日曜参観で全校児童 15名と父兄約 20
名が集まり餅つき大会が開催されました。
10月 27日（水）に、中村校長先生と中水教頭先生
が児童のついた餅をＪＡへ持参していただきました。
ＪＡでは、食農教育の一環として活動支援を行って

います。
「もち苗・肥料」を無償提供し、育てることから農
業への関心を持ってもらい、子供たちに農作物に対す
る感謝の心を学んでもらうための取り組みをこれか
らも継続していきます。

11月 25日（木）～ 26日（金）にかけて、大隅ごぼう団地部会代表５名、経済連大隅野菜
事業所２名、ＪＡ６名の計 13名が参加し、新ごぼう産地視察研修が実施されました。
研修では、ＪＡ菊池　村上部会長より「今後はお互い

情報交換を行い、出荷時期の分散化を図りながら単価の
安定に努めていきましょう。」とあいさつがあり、次期へ
繋がる有意義な意見交換会となりました。
需要の高い本県サラダごぼうの生産拡大をさらに加速

させ、日本一の産地として位置づけられるよう生産者の
所得増大に取り組みます。

団体優勝：中央町１

☆ 成　績 ☆
＊団体の部　　　　　　＊個人の部優勝
優勝　中央町１　　　男性　田中　美好さん
２位　美里あいら　　女性　永島田ミエ子さん
３位　麓友会１

ＪＡ菊池の選果場

鶴峰小学校　美味しい餅ができました
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１．ごあいさつ　
　いつもＪＡ肝付吾平町をご利用いただき、ありがとうございます。
　当ＪＡは、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会づくりのお役に立てるよ
うリレーションシップバンキング（長期的な信頼関係にもとづく金融業務）の機能強化に向け、
取り組んでおります。
　この小冊子は、皆さま方の当ＪＡに対するご理解を更に深めていただくため、自主的に令和
３年度上半期における事業実績と地域貢献活動等の情報をディスクローズ（開示）したものです。
　ぜひ、ご一読いただき、より一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

令和３年 11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　
肝付吾平町農業協同組合　代表理事組合長　今吉　幸夫

５．地域貢献活動
　当ＪＡは、鹿屋市吾平町を事業区域として、農業者を中心とした地域住民の方々が組合員と
なって、相互扶助（お互いに助け合い、お互いに発展していくこと）を共通の理念として運営
されている協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。
　当ＪＡの資金は、その大半が組合員の皆さまなどからお預かりした大切な財産である「貯金」
を源泉としています。当ＪＡでは資金を必要とする組合員の皆さま方や、地方公共団体などに
もご利用いただいています。
　当ＪＡは、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて、事業活
動を展開しています。
　また、ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協
同組合として、農業や助け合いを通じた社会貢献に努めています。

３．単体自己資本比率（国内基準適用）

令和３年８月末 令和３年２月末
１８．１４％ １７．９５％

（注記）「単体自己資本比率」は、「農業協同組合
等がその経営の健全性を判断するための基準」
（平成 18年金融庁・農水省告示第２号）（バーゼ
ルⅢ）に基づき算出しております。

４．主要勘定の状況 （単位：百万円）

令和３年８月末 令和３年２月末 令和２年８月末
貯 金 １４，２５８ １４，１６８ １５，５５８
貸 出 金 ２，０９９ ２，１３８ ２，２０５
預 金 １２，０６０ １２，００４ １３，２２６
有 価 証 券 ０ ０ 　　０

２．金融再生法開示債権（単体） （単位：百万円）

債 権 区 分 令和３年８月末 令和３年２月末 増　減
破産更生債権および
これらに準ずる債権 ２０ ２６ ▲６

危 険 債 権 ０ ２ ▲２
要 管 理 債 権 ０ ０ ０
小 　 　 計 ２１ ２９ ▲８
正 常 債 権 ２，０８２ ２，１１３ ▲３１
合 　 　 計 ２，１０３ ２，１４２ ▲３９

(12)



～～ＡＡコープコープ情報～情報～「ふれあい積立」「ふれあい積立」始めませんか！始めませんか！
令和４年１月よりＡコープではふれあい積立金の募集をいたします。
１口　2,000 円 から（１口 500 円の商品券が付きます）

＊１月から積立を始めて 11月までの払込期間となります。
＊ 11回の積立で 12月には満期となりＡコープ商品券と引き換えます。
　１口 500 円の商品券が付いてきます。Ａコープは、主婦の味方です。Ａコープは、つくる
人の真心と、食べる人の安心を追求します。身近な暮らしの拠点となるように、なお一層「安
心・安全・新鮮」に取り組みます。皆様のご来店を従業員一同お待ちいたしております。
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鰺
一
匹
と
マ
グ
ロ
の
ト
ロ

の
お
刺
身
3
枚
は
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
油
が
の
っ
て

口
当
た
り
の
柔
ら
か
い
物
ほ
ど
少
量
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
は
高
い
で
す
。

　

厚
焼
き
卵
は
口
当
た
り
が
軽
い
の
で
、
つ
い
箸
が

進
み
ま
す
。
調
理
法
は
揚
げ
物
が
一
番
危
険
と
考
え

が
ち
で
す
が
、植
物
油
は
欠
か
せ
な
い
栄
養
源
で
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
お
正
月
料
理
は
た
っ
ぷ
り
の
調
味
料

を
使
う
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
高
く
な
り
ま
す
。

同
時
に
食
塩
量
が
多
く
な
る
こ
と
も
危
険
因
子
、
お

祝
い
膳
は
た
ん
ぱ
く
質
中
心
の
食
事
に
な
り
食
塩
摂

取
量
が
上
が
り
ま
す
。

　

ま
と
め
て
食
べ
ず
上
手
に
朝
昼
夕
３
食
に
分
け
て

い
た
だ
け
ば
全
て
の
お
料
理
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
『
楽
し
く
！
美
味
し
く
！
健
康
に
！
』を
モ
ッ
ト
ー

に
楽
し
い
食
生
活
を
！

鹿
児
島
厚
生
連
病
院　

栄
養
管
理
科　

油
田　

幸
子

楽
し
く
！
美
味
し
く
！
健
康
に
！

第
十
二
回
理
事
会
（
十
一
月
九
日
）

①
高
額
貸
出
金
に
つ
い
て

第
十
三
回
理
事
会（

十
一
月
二
十
四
日
）

①
令
和
三
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に
つ
い
て

②
組
織
構
想
に
お
け
る
実
践
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

③
自
己
改
革
推
進
本
部
設
置
運
営
規
程

の
制
定
に
つ
い
て

頭の体操 この達成感
クセになるかも。10月号の解答

　会員の皆さまにおかれましては、日頃よりＪＡＤＤＯカードをご利用いただき、誠に
ありがとうございます。

　現在、多くの方にご利用いただいておりますＪＡＤＤＯカードの利用コース等について、掲載いたし
ますのでご確認ください。
　今後とも、ＪＡＤＤＯカードのご利用とご理解並びにＪＡの組合員加入をよろしくお願いいたします。

《選択利用コース》
① JA購買店舗で商品を購入する際、ポイントが貯まります。
　（※飼料・肥料・農薬・生産資材・生活資材などと値引交換ができます）
②本所企画管理課において貯まったポイントを利用し「共通商品券」へ交換することができます。
　（※共済事業で加算されたポイントは法令上商品券へ交換できません）

《Ａコープ利用券コース》
① 300 ポイントが貯まると、コース選択をされた際に登録したＡコープの店舗において「Ａコー
プ利用券」が発券されます。
　発券された利用券は、Ａコープ店で「レジ値引き」サービスをご利用できます。

※最終利用日より 1年間利用がなければポイントは失効いたしますので、ご確認をお願いいたします。

ＪＡＤＤＤＯカードポイント貯まっていませんか？

(14)



１２月１２月～２月の行事予定～２月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

12/28 29 30 31 1/1
年金友の会員デー 元旦

2 3 4 5 6 7 8

年金友の会員デー

9 10 11 12 13 14 15

成人の日 年金友の会員デー

16 17 18 19 20 21 22

和牛登録審査 年金友の会員デー
ふれあい訪問日

23 24 25 26 27 28 29

年金友の会員デー

30 31 2/1 2 3 4 5

年金友の会員デー

6 7 8 9 10 11 12

年金友の会員デー 建国記念日

子牛せり市子牛せり市

　県内のＪＡ・Ａコープ他、厚生連病院・華蓮・焼肉和華・山形屋百貨店・
マルヤガーデンズ（一部テナントを除く）・城山ホテル鹿児島・鹿児島サン
ロイヤルホテル・いわさきホテル各施設等でお使い頂けます。

　商品券には、500円と 1000 円の２種類があり、贈り物・仏事のお返し・
景品として最適です。

《農協共通商品券のご案内》

何かと便利な「農協共通商品券」お買い求めは、
お近くのＪＡ窓口まで！

県下自動車大展示会県下自動車大展示会

県下自動車大展示会県下自動車大展示会
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≪年末≫　12月 29 日～ 31 日
　　　　　午前８時～午後５時まで
≪年始≫　１月１日～２日　店休日
　　　　　１月３日
　　　　　午前８時～午後５時まで
　　　　　１月４日から通常営業
　　　　　午前８時～午後６時まで（平日）
　　　　　午前８時～午後５時まで（土日）

購買【５８－５０５０】
≪年末≫　12月 31 日
　　　　　午前８時 30分～午後５時まで
≪年始≫　１月１日～２日　店休日
　　　　　１月３日
　　　　　午前８時 30分～午後５時まで
　　　　　１月４日
　　　　　午前８時 30分～午後６時まで
　　　　　１月５日から通常営業
　　　　　午前８時 30分～午後７時まで

オートパル【５８－６５１５】

≪年末≫　12月 30 日まで
　　　　　午前７時～午後８時まで
≪年始≫　12月 31 日～１月３日
　　　　　午前８時～午後５時まで
　　　　　１月４日から通常営業
　　　　　午前７時～午後８時まで

ＡＴＭコーナー【５８－６５３８】
≪年末≫　12月 30 日まで
　　　　　午前８時 30分～午後３時まで
≪年始≫　１月４日から通常営業
　　　　　午前８時 30分～午後３時まで

窓口業務【５８－６５１１】

年中無休・24時間対応
ルミエール【５８－５７５７】

≪年末≫　12月 31 日
　　　　　午前７時～午後６時まで
≪年始≫　１月１日～２日　店休日
　　　　　１月３日
　　　　　午前８時～午後６時まで
　　　　　１月４日
　　　　　午前７時～午後６時まで
　　　　　１月５日から通常営業
　　　　　午前７時～午後７時まで

第一ＳＳ　　【５８－６３８１】
第二ＳＳ　　【５８－５４５４】
農機具・ガス【５８－６６７７】

≪年末≫　12月 31 日
　　　　　午前９時～午後６時まで
≪年始≫　１月１日～２日　店休日
　　　　　１月３日
　　　　　午前９時～午後５時まで
　　　　　１月４日
　　　　　午前９時～午後６時まで
　　　　　１月５日から通常営業
　　　　　午前９時～午後７時まで

Ａコープ【５８－８７１１】

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
云
わ
れ
ま

す
が
、
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
僅

か
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
一
年
を
振
り
返
る
と
、
や
は

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
追
わ
れ
た
一
年
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
変
異
株

が
次
々
と
猛
威
を
振
る
い
、
全
国
的

に
も
鹿
児
島
県
内
に
お
い
て
も
、
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
生
活
環

境
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
来
年

こ
そ
は
収
束
し
、
通
常
の
生
活
が
送

れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
人
選
手
を
は
じ

め
、
世
界
の
名
だ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
が
日
本
各
地
で
素
晴
ら
し
い
姿
を

見
せ
、
世
界
中
の
人
々
を
感
動
の
渦

に
巻
き
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
な
か
で
行
わ
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
記
録
に
も

記
憶
に
も
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
令
和
４
年
も
地
域
に
貢

献
し
、
信
頼
さ
れ
る
組
織
と
し
て
組

合
員
・
地
域
住
民
の
方
々
と
と
も
に

歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。日

に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
く
る
の

を
肌
で
感
じ
ま
す
。
体
調
管
理
に
は

充
分
留
意
さ
れ
、
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
く
だ
さ
い
。

年末年始のお知らせ年末年始のお知らせ
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